
 
 
 事業の背景                                  
 
◆社会的養護の当事者は、家庭が抱える問題の複雑さから、社会生活を始めるにあた

って、家族や親類縁者など身近な存在からサポートを得ることが難しい状況にあり
ます。 

 
◆また、幼少期からの複雑な事情により、自己や他者への信頼感が不安定な中で、若

年期にありながら厳しい現実を直視しつつ、具体的な将来設計を立てることは困難
です。 
 

◆個別の自立支援計画の策定や、就労準備の支度金制度、進学支援としての奨学金制
度など、一人でこれらの制度を使いこなすことは困難であり、施設職員などが個別
具体的に支援することが求められていますが、その支援は容易ではありません。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆社会的養護の当事者の自立における課題を明らかにし、自立支援の全国的な定着を

図ることを目的に、社会的養護の当事者の自立支援や就労支援に関する電話・来所
相談を実施しました。 

 
◆また、施設の就労支援の現状と問題点を把握するため、東海３県（愛知・岐阜・三

重）の児童養護施設を対象に、施設訪問による卒業後の動向やアフターケアに関す
るインタビュー調査と、全国の児童養護施設を対象に、施設内暴力に関するアンケ
ート調査を実施しました。 

 
◆これらの活動を報告書にまとめ、全国の児童養護施設や児童相談所、里親会、行政

などに配布したり、全国で活動している各当事者団体と連携してシンポジウムと大
学進学相談会をセットで開催することを通じて、この取組みの全国的な普及に取り
組みました。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

キーワード 子ども 社会的養護 相談支援 啓発 活 動 地 域 愛知県 

事 業 名 社会的養護等当事者へ進路自立支援相談事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 6,868 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 こどもサポートネットあいち 

所 在 地 
〒462-0058 愛知県名古屋市北区西志賀町５－１３－１ 

ＴＥＬ：052-912-7101 

団 体 Ｈ Ｐ http://kodomosp.jimdo.com/ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

 
 
☞自立支援の相談事業では、当事者だけでなく児童養護施設の職員からの相談も多く、当事

者と支援者の双方の受け皿として機能しています。 
 
☞相談・調査・啓発など、直接的、複合的な手法で社会的養護の当事者の現状と課題を把握

することで、当事者の実情に沿った支援が期待できます。 

ここに注目！ 

http://kodomosp.jimdo.com/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120218137-01.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120218137-01.pdf

